
日 本 建 築 学 会 ・ 情 報 シ ス テ ム 技 術 委 員 会 
第35回情報・システム・利用・技術シンポジウム 2012 

－1－ 
H46 

デザインの意味論	
 
言語とのアナロジーによるデザイン論	
 

	
 

	
  ○藤井	
 晴行＊1 
 

キーワード：デザイン，言語，統語論，意味論，語用論	
  
 
 

1. はじめに 
デザイン（design）について言語表現という観点から

議論することを目的とする． デザインは行為である．デ

ザインの対象はそれが存在するか否かの契機をデザイナ

ーが定めることができ，その構成方法の策定や構成原理

の設定にもデザイナーが寄与することができるものごと

［文献 1］，すなわち，人工のものごと（artifact）である．

デザインすることによって創出される人工のものごとを

デザイン・プロダクト（design product）とよぶ．デザイ
ンの過程をデザイン・プロセス（design process）とよぶ． 

デザインという行為の原点は，生存にとって好ましい

情況を思い描き，そのような情況を実現すると期待する

行動を，予め考えてから，実行することにある．好まし

い情況を実現すると期待する行動を考えるとき，行動を

なした帰結として情況が好ましく変化する仕組（system）

が創出されている．仕組は自然現象や社会現象などに見

られる法則性が組織化されたものである．デザインは法

則性を組織化して仕組を創出することを意識的に行う行

為である［文献 2］．デザイン・プロダクトという概念

は，文脈によって，仕組と仕組を実現する個々のものご

とを意味する概念である．例えば，環境と共生する建物

の仕組やその仕組を発現させる個々の建物はいずれもデ

ザイン・プロダクトになりうる． 
仕組の創出において不可欠なことは言語表現と実体

と概念を適切に結びつけることである．ここで，図式，

数式，自然言語表現など，記号を用いる表現を総称して

言語表現とよぶ．また，実体は視覚，聴覚，触覚などの

体感によって認識できるものごとである．言語表現は実

体や概念を意味する．法則性は概念である．法則性を組

織化するという思考には概念を意味する言語表現が用い

られる．仕組が実装される媒体は物理的な実体 -人工の
ものごと- である．仕組が実装される人工物を考案する
という思考には概念や実体を意味する言語表現が用いら

れる．言語表現と実体や概念とが乖離していると言語上

の思考は実体や実体が生み出す現象に適切に反映されな

い可能性がある． 
すなわち，デザインは生きるための方法を言語による

思考を経て考案する行為である．デザインの成否には言

語表現と実体や概念との結びつきと言語表現の用法と情

況との結びつきが関わっている． 

デザインの理論の構築に関する問題は，言語学におけ

る意味論の問題（http://ja.wikipedia.org/wiki/意味論）との

アナロジーによって，以下のように語ることができる． 

「デザイン」という語は多義的であり，曖昧である．

デザインの対象を建築やグラフィックなどの個別領域に

限定したとしても，デザイン・プロセスやデザイン・プ

ロダクトの言語表現の構造に関する統一的見解は完成さ

れていない．問題解決過程としてのデザイン・プロセス

の定式化に関しては，サイモン［文献 4］，エイキン［文
献 5］，ジェロ［文献 6］，藤井［文献 7］など，いくつ

かの研究がなされている．また，最適化過程としての定

式化にはジョーンズ［文献 8］によるモデルがある．一
方，デザイン・プロダクトの構造の表現に関しては形態

を生成する規則を文法構造として定式化する形態文法

（shape grammars, 例えば，［文献 9］）やオブジェクト

指向言語を用いて定式化する研究（例えば，［文献 10］）

などがある． 
また，「デザインとは何か」という問いに対する答え

は十人十色である．デザイン・プロセスやデザイン・プ

ロダクトについての言語表現と表現の意味とを関連づけ

る理論についても同様のことがいえる．言語表現された

デザイン・プロセスやデザイン・プロダクトの意味を厳

密に定義する理論に関する研究に，エイキン［文献 5］，

ジェロ［文献 6, 11］，ジョーンズ［文献 8］，青木［文

献 12, 13］藤井［文献 7, 14, 15］などが取り組んでいる
が，こちらも統一的な理論は完成していない．  

一方で，デザインの意味を直感的に語ることが可能で

あり，厳密な理論の有無にかかわらず，デザインは成功

してきているというのが私たちの経験的な理解である．

すなわち，そもそも，デザインの意味論を問題にする意

義があるかどうかが問題になる． 

このような困難を解決するために，デザイン・プロセ

スやデザイン・プロダクトの表層ではなく，これらを抽

象化して形式言語として捉え，数理論理学的に研究する

ことが必要である． 

2. 言語活動とデザイン 
デザインについて，言語活動とのアナロジーによって，

考察する． 
ソシュール［文献 3］はランガージュ，ラング，パロ

ールという概念によって言語を説明している．ランガー
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ジュ（langage）は人間がもつ普遍的かつ潜在的な言語活

動である．生来的な能力であり，ものごとを抽象化，範

疇化し，言語を生み出し，習得するという能力に関わっ

ている．ラング（langue）はランガージュが個々の言語

共同体において具体化，顕在化した言語である．例えば，

日本語や仏語という個々の自然言語という概念に近い．

ラングがあるからこそランガージュが実践される．人と

人との連携を通して後天的に形成され，受容される，慣

習的，社会的な産物である．パロール（parole）は個々

の発話（言語表現）である．能動的、個人的に使用する

ことによるラングの現れである． 
ランガージュ，ラング，パロールのデザインにおける

カウンターパートを，それぞれ，デザイン活動，デザイ

ン型，デザイン・プロダクトとして概念化する．デザイ

ン活動（design activity）は普遍的かつ潜在的な活動であ

る．好ましい情況を思い描くこと，好ましい情況を得る

ために何をするかを考えること，行動して情況を変化さ

せること，変化した情況や思い描いた情況との差異をと

らえること，行動と情況の変化との関係を抽象化，範疇

化してとらえること，その関係を好ましい情況を得るた

めに用いることなどに関わる能力である．これらの，生

存に関わる生来的な能力がある連携をもって組織化され

たことにより生じる活動である．デザイン体系（design 

system）はデザイン活動をデザインの領域において具体
化，顕在化するものごとである．例えば，建築デザイン，

作曲，機械設計，グラフィック・デザインなどの領域に

おけるデザイン・プロセスやデザイン・プロダクトに固

有の理論，方法論，作法，定石，プロトコルなどの体系

である．デザイン行為（design act）はデザインするとい

う個々の具体的な行為である．デザイン行為によって具

体的なデザイン・プロダクトが創出される． 

3. 言語に関する議論の観点とデザイン 
形式言語論では，言語（language）は記号列（strings）

を基本として定義される．記号列を構成する要素の集合

を X とする．集合 X 上の記号列とは X の要素の有限の
列である．記号列が構成される要素の集合をアルファベ

ット（alphabet）とよぶ．アルファベット X 上の，空白

（null）を含む，すべての記号列の集合を X*とする．例
えば，アルファベットをX={a, b}とすると，X*={null, a, aa, 

ab, aaa, aab, aba, abb, aaaa, aaab,,, }である．アルファベッ
ト X 上の言語は X*の部分集合 Lx である．Lx に属する

記号列を有意味文（well defined formula）とよぶ．言語

Lxはアルファベット X上の有意味文の集合である． 
言語には，単純な記号（アルファベットの要素）から

複雑な記号（記号列）を作る原理である統語論，言語表

現（記号列）と意味とを関係づける原理である意味論，

発話状況や文脈に依存する記号の使用に関わる原理であ

る語用論の３つの原理がある．また，各原理を扱う理論

も，それぞれ，統語論，意味論，統語論と呼ばれる． 

3.1デザインと統語論 
統語論（syntax）は言語の構成要素の間の構造的関係

に注目する．有意味文を構成する記号の配列の規則が興

味の対象である．統語論は，言語学においては，狭義の

文法構造を，数理論理学においては証明論（proof theory）
を，それぞれ，指す．証明論は数学的対象として形式表

現した証明に数学的解析を施す．証明は論理体系の公理

（有意味文）と推論規則とよばれる有意味文の生成操作に

よって構成される． 

デザイン・プロダクトについての統語論的関心は，デ

ザイン・プロダクトが視覚的に認識される実体である場

合，構成要素の材料，形，寸法，配置や構成要素間の関

係など実体化に不可欠な特徴（結構, structure）を規定す
ることである．建築の統語論的な捉え方は空間構成や建

物の結構に注目する．空間構成では室や空間の配置，位

置関係，接続関係，連続と文節，部分−全体関係などが興

味の対象となる．建物の結構では建築要素の材料，形式，

寸法，建築要素の配置，納まりなどが興味の対象となる． 
デザイン・プロセスについての統語論的関心は好まし

い情況を実現する仕組を提供すると期待されるデザイ

ン・プロダクトの結構を導き出す過程を，証明論になぞ

らえて，デザインの公理に推論規則に相当する操作を施

して「ある結構が要請される仕組を提供する」という定

理を証明する過程として形式表現することである． 

3.2 デザインと意味論 
意味論（semantics）は言語の意味構造（構成要素や記

号列と対象との関係）に注目する．意味をもつ構成要素

や記号列が有意味文全体としてどのような意味を構成す

るかについて文法構造に関連して考察することが興味の

対象である．言語表現とその指示対象である経験的な世

界に存在しうる実体や現象とを関係づける外延的意味

（reference），及び，構成要素や記号列が他の構成要素や

記号列に対してもつ関係である内包的意味（sense）に関

心をもつ．後者は，特に，実体や現象に関連づけられる

概念を意味する．これらの関係は構成要素や記号列から

外延的意味や内包的意味への写像である解釈関数

（interpretation function）として厳密に定義することがで
きる．概念の形式表現や形式的操作が鍵となる． 

デザインの意味論的関心はものごとの意味をつくっ

たり，規定したりすることである．デザインの意味論を

探究するということは結構と仕組と情況の間の（決定論

的に一方が他方を決定するという）関係を探すというこ

とである． 例えば，建築の意味論的な捉え方は空間構成

や建物の結構がいかなる構築環境や現象を創出するか，

空間構成が何を象徴するか，結構や架構が建物に加わる

力のエネルギーをどのように伝えるかなどに注目する． 

経験的な世界において実装されるデザイン・プロダク
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トの実体的な構成や，デザイン・プロダクトが実体化さ

れ，環境とインタラクションすることによって惹き起こ

される実体的な現象などが外延的意味にあたる．言語表

現と指示対象との関係は恣意的であり，慣習的である．

例えば，建築の設計図に用いられる各記号とそれに対応

する建築要素（実体）との関係は指示的意味である．デ

ザイン・プロダクトの構成とそれが実体化される環境と

の間に構築される形式や仕組みという概念，及び，それ

らの概念の背景にある原理などが内包的意味にあたる．

また，建築の「理」もこれに相当すると考えられる． 

言語に使用される記号の間の関係は言語の生成規則

（文法）や変形規則（公理系）によって定められる．言

い換えると，実体や現象の背景にある原理はその表現に

用いる言語の文法やその言語が従う公理系のもとで記さ

れる．例えば，建築の設計図において，壁を示す記号と

開口部を示す記号の配置の仕方は，任意ではないという

意味で，制限されている．この制限は, 建築設計図の描

き方という文法的な規則と建物の構成原理（開口部は，

通常，壁や屋根に設けられるという概念を含む公理系）

を定めることによって，すなわち，図面表現に内包的意

味を示す規則を与えることによってなされる．また，建

物の力学的挙動や熱的ふるまいを表現する数式は，数式

表記の規則と数学の公理系に従って記述される． 

直感的表現の内包的意味が数式や論理式によって形

式表現される場合，それらの表現は数学的な実体（例え

ば，集合や位相のような数学的概念）を外延的意味とし

てもつ（表示的意味論）．また，直感的表現の内包的意味

がデザインにおける操作を示す場合，数学的な実体の状

態遷移（例えば，帰納的関数のような数学的概念）を外

延的意味としてもつ（操作的意味論）．デザインにおける

言語表現の内包的意味としての公理系は，それが数式や

論理式によって表現される場合，経験的な世界の実体を

対象とすると同時に数学的な実体の世界を対象としてい

るといえる．数学的な実体の世界を，経験的な実体の世

界に対して，経験的世界のモデルとよぶことにする． 
3.3デザインと語用論 
語用論（pragmatics）は言語の使い方（言語表現とその

発話状況との関係）に注目する．文脈と発話のされかた

に依存する文の使い方とその意味内容，文章全体の構造

と意味内容との関係，話し手と聞き手の間に一時的に構

築される意味などが興味の対象である．言語を使用する

ことによって，命題が真であることを主張したり，何ら

かの行動をとらせたり，将来の行動を約束したり，提案

や命題に対する話者の態度や感情を示したり，何らかの

宣言を実現させたりする．実際の使用と切り離して文法

や意味の理解をすることはできないという立場をとる．

言語表現の使い方は必ずしも意味論に忠実であるとは限

らない．例えば，「いま何時だかわかりますか？」という

発話は，形式上は，「はい」または「いいえ」を答える疑

問文であるが，相手が時刻を伝えることが可能であるか

否かを確認することで，時刻を教えてほしいという依頼

を伝えることを意図している． 

デザインの語用論的関心は経験をつくったり，規定し

たりすることである．経験それ自体をデザイン・プロダ

クトとする場合とデザイン・プロダクトを媒介として経

験を生じさせる場合とがある．それぞれ，主として，コ

トのデザインとモノのデザインに相当する．建築の語用

論的捉え方は使い方を通して居住者が情況に応じて空間

構成や結構に付与する意味，建築空間と居住者の経験と

の間に成立する関係などが興味の対象となる．意味づけ

のしかたは居住者，所有者，発注者，設計者，技術者，

施工者など，誰が主体になるかによって異なるし，建築

が使用される文脈によっても異なる．文脈から切り離し

た普遍的，論理的，客観的な視点では語りきれない側面

にいかにアプローチするかが重要である． 

3.4デザインに関する試論 
デザインについて統語論，意味論，語用論の観点から

語る方法を，事例を用いて，提案する．表１に各観点と

デザインの関係を示す．統語論的観点はデザイン・プロ

ダクトの結構に注目する．結構はデザインにおける操作

の対象である．設計変数の値を定めることがデザインで

は不可欠である．設計変数の値は直接的に決定可能であ

る．意味論的観点はデザイン・プロダクトの振舞や機構

に注目する．振舞や機構はデザインにおける制御の対象

であり，制御変数によって示される．結構を定めること

によって間接的に制御される．設計変数の値は制御変数

が特定の範囲の値をとるように定められる．語用論的観

点はデザイン・プロダクトが環境とインタラクションす

ることによって創発される情況や経験である．設計変数

の値を定めて制御変数の値を制御するのは目的変数によ

って示される経験や情況を実現するためである．目的変

数の値は設計変数の値を定めることによって間接的に影

響される．目的変数が特定の範囲の値となることに寄与

すると期待される設計変数の値や制御変数の値の範囲を

定めることが有目的的なデザインである． 

 
表１	
 統語論，意味論，語用論とデザイン	
 

統語論	
 意味論	
 語用論	
 

結構 振舞・機構 経験・情況 
設計操作の対象 制御の対象 設計・制御の目的 
設計変数 

直接的決定可能 
制御変数 

間接的制御可能 
目的変数 

間接的影響可能 
 
卯建のある伝統的民家（図１）を事例として，統語論，

意味論，語用論の観点からの語り方を示す．統語論的観

点は，各民家の袖に漆喰で仕上げられた瓦つきの卯建が

あることやファサードには縦格子があることなど，視覚
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的に認識できる実体や実体の関係に注目する．意味論的

観点は卯建の熱的機構と振舞（耐火性能やコスト）に注

目する．語用的観点は卯建があることによって如何なる

経験や情況が生じるかに注目する．卯建を上げることに

よって，熱や火炎が隣家に及ぼす影響を抑えることがで

きること，卯建の築造にはコストがかかること，それ故，

卯建が隣家への配慮や財力を示す象徴となることなどを

推量する． 
 

 
図１	
 卯建のある町並（徳島県脇町）	
 

 
近代建築が結構と機能や他の指示対象との関係 -意味

論- を探究してきたと見ると，そのような近代的意味論
を解体して相対化し，結構が指示する対象を建築の機能

から建築が生ぜしめる現象として再解釈してきているの

がポストモダニズム以降の現代建築であるかもしれない．

すなわち，解釈関数の値域を機能に固定する意味論を見

つけようとしたのが近代であり，値域を機能に固定する

ことをやめ，値域を構成する対象も含めて意味論を再定

義しようとしているのが現代である．語用論に注目する

と，結構と意味と経験との関係 -仕組- を創出しつつ探
究すること，経験を生ぜしめる仕組に関して機能や他の

対象など近代的意味論の指示対象への無自覚な還元を避

けつつ語ること，経験に結構を生み出させるような仕組

を探究することが現代から近未来にむけてのデザインの

関心となるかもしれない． 

 
4. 経験的世界と数理的世界を対象とする構成的ループ 
デザインにおける思考は経験的な実体の世界と経験

的世界のモデルという二種類の世界を対象にしてなされ

るといえる．デザイナーは経験的世界と経験的世界のモ

デル（特に，数学的なモデル）を対象にしていると考え

られる．デザインに数式や論理式を用いるということは

経験的世界の数学的なモデルも対象とすることを含意し

ている．デザイナーは個々のデザイン・プロダクトをつ

くると同時にデザイン・プロダクトのモデル・形式をつ

くっている． 

構成的ループはデザインという行為の単位を示す概

念であり，このループを繰り返すことによってデザイン

を進めることが構成的方法論の基本である．構成的ルー

プは，生成(C1)，環境とのインタラクション(C1.5)，分析

(C2)，焦点化(C3)からなる．環境とのインタラクション

は特に重要である．焦点化過程によって構想したアイデ

アを生成過程によって実体化して環境とインタラクショ

ンさせることにより，分析過程によって構想時に予期し

ていなかったものごとを認知し，その後のデザインに活

かすことができる．言語表現の上だけでは言語に依存せ

ざるを得ない構想のフレームを実体と関連づけて推敲す

るという役割を担う．環境とのインタラクションが経験

的実体の世界だけではなく，数学的実体の世界でもなさ

れるということ，数学的実体の世界におけるインタラク

ションが活かされるということがデザインの特徴のひと

つである． 
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